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桐生市史編さん審議会委嘱状交付式及び第１回編さん審議会 議事録 

日 時：令和４年６月３０日（木）午前１０時００分～午前１１時２０分 

会 場：桐生市立中央公民館４０３号室 

出席者：別添名簿のとおり  

【委嘱状交付式】 

１．開会 

２．委嘱状交付 桐生市長から各委員に委嘱状を交付した。 

        自己紹介（市民生活部長、事務局職員） 

３．挨拶    桐生市長挨拶 

閉会 

【編さん審議会】 

１．自己紹介   

各委員及び事務局職員の自己紹介を行った。 

 

２．会長・副会長の選出  

「桐生市史編さん審議会条例」に基づき、会長は藤森健太郎委員、 

副会長は石原雄二委員を選出した。 

 

３．桐生市史の編さん体制について  

資料に基づき事務局から説明した。 

 

【主な質疑応答】 

[委員] 

・市民にも読みやすい、時代に合った分かりやすい記述の市史としてほしい。 

・前回市史から現在までの現代史を、今生きている人や企業も念頭に入れて書く 

ことが重要である。  

[事務局] 

・既に発足した編集委員会においても、分かりやすい市史を作るべきという共通 

認識がある。審議会の意見を編集委員会にきちんと伝え、よい方向へ進めるよ 

う事務局としても努めたい。 

[委員] 

・新しい市史の体裁は、市民が手に取りやすい厚さ、大きさ、重さとすべきで 

ある。また、県内、全国に広く流通させる頒布方法とすべきである。在庫を 

考えると完全予約制を採用するのはどうか。 

・前回市史に何が足りなかったのか審議会と編集委員会においてよく議論すべき 
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である。商業史や庶民生活史が不足していたのではないか。 

[事務局] 

・頂いた意見を次回の編集委員会で議論できるよう進めたい。 

[委員] 

・どのように編集委員を選んでいくのか。編集委員会の要綱をいただきたい。 

[事務局]  

・編集委員については、各部会長からの推薦に基づき委嘱をしていく。 

 ※各委員に「桐生市史編集に関する要綱」を追加配布。 

[委員] 

・ルビや注釈が無い前回市史では、例えば「機拵え（はたごしらえ）」など、難解 

な言葉があった。新しい市史では、親しみやすい記述としてほしい。 

[事務局] 

・やさしく分かりやすい記述は、審議会と編集委員会の両方において共通認識と 

 思われるので、そのような方向で進めていきたい。 

 

４．今後のスケジュールについて 

[事務局] 

・編集委員会において検討した基本計画案を第 2回審議会で審議していただく。 

その意見を基に再度編集委員会で検討し、第 3回審議会で決定とする形で進め 

てまいりたい。第 2回は 8月下旬、第 3回は 10月下旬を予定。 

 

【主な質疑応答】 

[委員] 

・基本計画が委員に提示されてから、どの程度審議の時間をとるのか。 

[事務局] 

・次回会議の前に、各委員に基本計画案を送付する予定のため、事前に目を通し 

てご準備いただきたい。会議時間は 1～2時間程度を予定しているが、実際の 

議事の進行次第であるため、ご協力をいただきたい。 

 

５．その他 

【主な質疑応答】 

[委員] 

・編集に子どもたちを加えてはどうかという意見について、参画できる体制を実 

際に取れるか。委員にお聞きしたい。 

[委員] 

・現時点での参画は難しいが、例えば執筆されたものに対して子どもたちから 

意見をもらうということなどは可能ではないかと思われる。 

[委員] 
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・審議会委員に、教育委員会から教育長や教育委員を加えてはどうか。 

[事務局] 

・今回の市史編さん事業は、市民生活全般に関わる事業として市長部局を中心 

に行う形をとったこともあり、教育委員会からの委員選出はない。ただし、 

教育関係として学校長などの委員を選出させていただいた。 

     

６．閉会 

 

 

以上 

 


